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表面含浸工法における含浸材塗布量の検査手法に関する基礎的研究 
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1. 背景および目的 

 コンクリート構造物への劣化因子の侵入防止または

鉄筋腐食作用を抑制することを目的とした表面含浸工

法がある.表面含浸工法は，ナトリウムやカルシウムシ

リケートなどを主成分とした浸透性無機系材料をコン

クリート表面に塗布・含浸させる工法であり，コンク

リート構造物の耐久性向上を目的に広く利用されてい

る．一方, 表面含浸工法の耐久性に対する信頼性は，

使用材料の性能のほか，施工に大きく左右されること

になる．しかし，表面含浸材は無色透明なため，設計

量の含浸材が塗布されたか，あるいは塗り残しがない

か確認する方法がないのが現状である. 

そこで本研究では,表面含浸材に近紫外線を受けて

発光する蛍光塗料を混合させ，その発光色の輝度や色

彩から, コンクリート表面に塗布された表面含浸材の

量を検査できないか実験的に検討した. 

2. 塗布量計測試験概要 

 本試験では,表面含浸材に混合させる蛍光塗料の添

加量をパラメータにして，それぞれ塗布されたモルタ

ル供試体表面の輝度を計測した.なお蛍光塗料には，

365nmの波長帯域の近紫外光で緑色に発光するものを，

含浸材にはケイ酸塩系のものを使用した． 

 モルタル供試体は，図-1 に示すように 4cm×4cm×

8cm のものを使用し，供試体表面に蛍光塗料を混合さ

せた含浸材を刷毛で塗布させた.蛍光塗料の添加量を

表-1 に示すが，含浸材の量を一定とし、蛍光塗料の添

加割合を 5%から 25%の 5 パターンとした． 

 

図-1 モルタル供試体概要 

表-1 蛍光塗料の添加量 

 

 

2-1 輝度測定方法 

 輝度の測定は暗室の中で行うが, 50cm 離れた位置

から，一般に使用されている近紫外線ライト（約 360nm

の波長帯域）で塗布面を照射し，塗布面から 60cm 離

れた位置から輝度計でその照射面を測定した. 

 なお，図-2 には輝度計で計測する箇所を示すが，塗

布面にマーキングされたA点からE点の 5箇所をそれ

ぞれ 3 回計測し，その平均値を輝度の代表値とした．

なお、計測値の変動係数は 1.0~1.5 割程度となり，蛍

光塗料の添加量による明確な違いは確認できなかった． 

 

図-2 供試体表面の計測箇所 

3. 実験結果と考察 

図-3 に計測された輝度と経過日数との関係を示す．

図より，蛍光塗料を添加した含浸材塗布面の輝度は，

添加してないものに比べ輝度が高くなることが分かる．

また添加量が多くなると輝度が高くなる傾向にあるが，

添加量が 10～20%においては，添加量の違いによる輝

度に大きな差は確認できなかった．なお，すべての添

加量において，30 日経過しても輝度が低下しないこと

も分かった． 

添加量が多いと含浸材の粘性が大きくなり施工性

が低下する恐れがあること，添加量が少ない含浸材ほ

ど経過日数に対する輝度の変動が少ないこと（図-3 参

照），また経済性などを考慮すると，今回の実験の範囲

内では，添加量 5％が最適であると考えられる． 

そこで，添加量 5%混合させた含浸材について， 1
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回塗りと 2 回塗りした塗布面の輝度を比較することに

する．図-4 に輝度の計測結果を示すが， 1 回塗りに比

べ2回塗りの輝度は2倍近く差が生じていることから,

塗り回数の判別は可能であることが分かる． 

 

図-3 経過日数に伴う輝度の変化 

 

図-4 塗布回数の比較（添加量 5％） 

4. CCDカメラ画像による塗布量抽出方法の検討 

 コンクリート構造物への含浸材の塗布は，広域な表

面に対して行われるため，輝度計による計測は，点計

測となり作業効率が悪い．したがって，広域の表面情

報をより簡易に取得できるカメラ画像を用いた塗布量

の抽出方法について検討した．これまでの実験により，

蛍光塗料を添加した含浸材の塗布量を，発光輝度によ

って評価できることを確認している．そこで，近紫外

光を照射した塗布面の画像をカラーの CCD カメラで

取得し，その画像の発光色の色彩を分析することで塗

布量を評価できるか検討した.なお今回の実験におい

ては，発光色の濃淡を分析するため，351nm の波長帯

域の安定した近紫外光を照射できるランプを使用した． 

図-5 および 6 に添加量 5％の 1 回塗りと 2 回塗りの

RGB 画像データ 1）から算出した RGB 値をそれぞれ示

す．図より，1 回塗りの RGB 値にはそれぞれ明確なピ

ークが検出されているものの，2 回塗りについては

Blue 値の階調が小さくなりピークが検出されなかっ

た．そこで Red および Green のピーク値で比較すると，

2回塗り，すなわち塗布量が多くなると，それらのピ

ーク値が高い方へシフトしていることが分かる．この

現象は蛍光塗料の添加量の多い25%についても同じ現

象が起こっていることから，CCD カメラで取得される

RGB 画像データの RGB 値によって，塗布量を評価で

きる可能性があることが分かった． 

図-5 蛍光塗料 5%（1 回塗り） 

図-6 蛍光塗料 5%（2 回塗り） 

6. まとめ 

本研究の範囲内で以下のことが明らかになった. 

蛍光塗料を 5%添加した含浸材に，近紫外線光を照

射することによって計測される発光輝度で，コンクリ

ート表面への含浸材塗布量を評価できることが分かっ

た.またその発光輝度は，カラーの CCD カメラで撮影

された RGB 画像データによっても計測でき，RGB 値

によって含浸材塗布量を評価できることも分かった. 
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